
西津田
に し つ だ

町内会
ちょうないかい

【松江市】

■活動の概要■

「明るく、住みよい、安全・安心なまち、優しいまち」を目指した地域

づくり活動

■活動の内容■

・松江市西津田地区は、マンションや賃貸住宅も多い地域であり、地

域住民の高齢化の進展に伴い、住民間の助け合いの仕組みづくり

や取組の必要が検討されていました。

・そこで、西津田町内会が主導し、近隣住民の支え合いの構築、地

域福祉のまちづくりの充実を目指し地域福祉活動を行っています。

・最近では平成２７年度から「きくばり・めくばり事業」として、認知症

の方、その家族の方、一人暮らしの高齢者、町内在住で見守りの必

要な方を対象とし、日常的な声かけ・見守り活動を開始し、また、住

民への啓発活動として、認知症サポーター養成講座を開催してい

ます。

・今後「きくばり・めくばり事業」を評価し、充実を図るとともに、災害時

の地域支え合い活動についても検討・取組を行っていく予定です。



■活動の様子■

安心安全の町づくりとボランティア活動の 

推進を目的とした「ボランティア総会」 
毎月第２水曜日に大山代公会堂で開催される

「西津田サロン」 

認知症の正しい理解と認知症にやさしい町づく

りの推進を目的とした「認知症研修会」 
「認知症ケア講習会」では地域の方による寸劇

も実施 

高齢者の方を対象とした交流事業 

「なごやかバスの旅」 



団 体（よみがな） 西津田町内会（にしつだちょうないかい）

代表者（よみがな） 西津田町内会 会長 三島伸夫（みしま のぶお）

団体の種類

構成員数等

■１自治会・町内会等（１，２９３世帯数）

□２ボランティア団体、ＮＰＯ等（構成員数）

（団体の名称：）

活動の概要 松江市西津田地区は、現在１，２９３世帯、人口１３，２１４人、高齢化率約２

５％、マンションや賃貸住宅も多くあり、自治会加入率も年々低下している地域で

ある。地域の高齢化の進展にともない、住民間の助け合いの仕組みづくりや取

組の必要性が検討されていた。

この様なことから西津田町内会では、地域福祉活動に住民が主体的に参画し

取り組みを行うことで、近隣住民の支え合いの構築、地域福祉のまちづくりの充

実を目指し、西津田町内会が主導をとり地域福祉活動を展開している。

地域福祉を推進する自治会の組織的な取組みとして、平成１９年に西津田町

内会に福祉部を設置。平成２５年に福祉部を中心になごやか事業を立ち上げ、高

齢者を中心としたサロン活動（第２水曜日開催、平成２８年度実績では年間延べ１

６３名の利用）や高齢者を対象とした交流事業（平成２８年度実績延べ１０５名の

参加）を開始。

平成２６年３月より福祉部、民生児童委員、福祉推進員を中心に、近隣住民の

支え合い体制づくり（共助）の検討と住民間の話し合い場をつくり、平成２７年度か

ら「きくばり・めくばり事業」としてスタートする。「きくばり・めくばり事業」は、認知

症者とその家族の方、独居高齢者、町内在住者で見守りを必要とする方を対象と

し、講習会等の地域住民への啓発活動や学習の場の実施、地域の支え合い体

制の仕組みづくり、見守り活動を展開し現在にいたる。

平成２７年度に、事業対象者への日常的な声かけ・見守り活動から取り組みを

始め、住民を対象とした啓発活動として、認知症の正しい理解と対応を地域で取

り組むことを目的に、年間６回の認知症サポーター養成講座を開催。あわせて、

認知症ケア講習として地域包括支援センターと連携し講習会を開催する。この２

つの取組みには延べ約１２０名の地域住民が参加した。

平成２８年度においても事業対象者への日常的な声かけ・見守り活動ととも

に、認知症の方とその家族の方を排除しない地域づくり、地域で困りごとを抱え

る方への支援をテーマに活動を展開。町内会役員、地域住民、民生児童員、福祉

推進員を対象とした研修会を年２回開催し延べ約８０名の参加あり。この研修会

では、認知症当事者組織からの体験談等の講話、町内の「困っている人を支援し

ているグループの情報提供、市内の地域福祉事業先進事例をもとにした事例研

究などを行う。

現在、平成２９年度においては福祉部を中心に、「きくばり・めくばり事業」の評

価を行い、地域で「明るく、住みよい、安全・安心なまち、優しいまち」を目指し、住

民が主体となった近隣住民の支え合い活動（共助）、要支援者等に対する効果的

支援を地域で学び、地域で実践していきたいと考えている。また、支援を必要と

する方への日常的な見守り活動にあわせ、災害時の地域の支え合い活動につ

いても検討を行い、取り組みを行っていく予定である。



■活動地域■ 


